
どんな生きものにも

自分のくらしやすみかに合った

体のとくちょうがあるんだ！

『トンボのくらしを見てみよう！』

～水の中にダイビングして卵をうむ

トンボもいるってホント？？～
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生きものの気持ちになる
ための３つのコツ
①体のつくり
②くらし（食べもの・卵のうみ方）
③すみか

前回の授業では、
生きものの気持ちになるための
３つのコツのうち、
①体のつくりを見てきたよね。



今日は、
生きものの気持ちになるための
３つのコツのうち

“くらし”

について見てみよう！



みんなもゴハンを

食べないと生きて

いけないでしょ！？

“くらし”の中でも

生きものを守ったり

池やビオトープに呼ぶために

特に知っておきたいのが

食べものと卵のうみ方です。
たまご



例えば、トンボの食べものは・・・

幼虫（ヤゴ）から成虫（トンボ）まで
ず～っと肉食で、

幼虫は水中の小さな虫や動物プランクトン、小魚など

成虫は自分の体より小さな、飛んでいる虫を食べます！

時には自分より小さくて弱い他の種類のトンボだって
食べちゃうんだ！！

ミジンコ

ユスリカの幼虫

ユスリカの仲間 ハエの仲間



さらに、トンボは卵のうみ方によってさまざまな 水辺
が必要になるから、種類ごとの卵のうみ方を知ること
が大切です！

ドロに腹の先を

さしこんで卵を

うみつけるトンボ

水草に卵を

うみつけるトンボ

水草の上空で卵をばらまく

ようにうむトンボ

開けた水面に腹の先を

打ちつけるように

卵をうむトンボ

水の中にもぐって水草に

卵をうみつけるトンボ

水面の上につき出た 木

の枝に卵をうむトンボ

本当に色々な

卵のうみ方が

あるんだなぁ



今回は
ビオトープにいる
トンボの成虫を調べてみよう！

そして、どんな卵のうみ方を
するトンボなのかを
見てみよう♪



お わ り


